






























































32ピット・スーパミニコンビュータ A -50 2台 A-50S 1台
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，システム(汎用OS: F ACOM OS N /F4)のフルスクリーン機能を利用できるよ
うにしている。このゲートウェイプロセッサには、 40台の DAU(Data Access 
Unit) (モデム/NCU相当のディジタル伝送装置)が接続され、ネットワークコン
トローラとセンターのホストコンビュータとの間のデータ伝送の中継を行い、異な
るオベレーティングシステムの選択を同時に可能としている
この利用方法の詳細については、本レポートの fFCATの日本語フルスクリーン・
エミュレータの利用について」を参照されたい。
5. マルチメディア・メール・サービス
マルチメディア・メール・システムは、 FAXデータのみならずテキストデータ
及び音声データまでも取り扱える機能がある。そして、次のサービスを利用できる
が、現在は、ディジタノレ多機能電話機の利用者に対して、音声通信の代行、転送、
音声メール等の機能の実験運用を行っている。
-代行サービス ・転送サービス
-掲示板サービス -配信サービス
-69-
-通信管理サービス
.付加サービス
6. おわりに
-補助サービス
・メディア連携サービス
現在、大学の電話交換機 (PBX) と計算機システムの管理・運営は別々の部局で
行われているために、この交換回線系のネットワークのためのネットワークコント
ローラは、音声通信に関して、既設PBXの管理・運営の配下に設置しなければなら
ない結果になってしまった。そのために、その構成がかなり変則的で複雑になり、本
来持っている機能を全て利用することができないので、現在の本学の交換回線系の
ネットワークは、使用中の構内交換機のリプレース時期に、音声系まで含めたキャ
ンパス LANの構築により、できるだけ早く 1本化すべきである。
しかし、利用者にとっては、約 10万円程度の費用により 1本の電話回線で音声と
データの同時通信及ひ~9600bps の通信速度の利用ができるメリットは非常に大きい
ようである。
ところで、技術革新の著しい今日において、データのみならず音声通信まで含ん
だ発信及び受信が、学内はもとより学作(市内、市外、国外)と何時でも何処の研
究室からでも、交換手を介さなくてもできるようなシステム(施設及び組織)を実
現する必要がある。そのためには、従来の仕事の枠を越えた形で関連する部局が相
互に新たなキャンパス情報ネットワークシステムの実現に向けて努力すべきであり、
また、そのような新たな仕事の分野については、それを運用、維持、管理する組織
の整備(人材の確保)が重要な課題であると思われる。
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